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コ〈
D
現目

嶋
本
ダ
イ
カ
ス
ト
（
神

戸
市
西
区
、
島
本
一
成
社

長、

0
7
8
・9
9
5
・

4
4
1
5）
は
自
動
車
や

ガ
ス
器
具
、
通
信
機
器
な

ど
の
部
品
を
ダ
イ
カ
ス
ト

で
製
造
す
る
。
主
力
の
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
部
品
は
、
月

に
4
0
0万
｜
4
5
0万

個
を
製
造
し
て
い
る
。

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
を

6
0
0度
｜
7
0
0度
C

で
溶
か
し
て
か
ら
鋳
型
の

中
に
流
し
込
む
ダ
イ
カ
ス

ト
の
工
程
で
、
同
社
は
こ

れ
ま
で
溶
解
炉
、
保
持
炉

と
も
に
都
市
ガ
ス
を
使
っ

て
き
た
。

2
年
前
、
炉
の

更
新
時
期
に
合
わ
せ
、
本

社
工
場
と
第
二
工
場
に
電

気
保
持
炉
を
1
台
ず
つ
導

入
し
た
。
溶
解
炉
、
保
持
炉
は
無

人
と
な
る
休
日
も
一
定
の

温
度
を
維
持
し
続
け
る
必

要
が
あ
る
。
休
日
は
6
2

0
度
｜
6
4
0度
C
程
度

に
設
定
し
て
い
る
が
、
温

度
が
下
が
る
と
材
料
の
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
が
固
ま

る
。
炉
の
復
旧
に
は
6
｜

8
時
間
程
度
か
か
り
、
大

き
な
ロ
ス
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
台
風
な
ど
の

影
響
で
炉
が
止
ま
る
こ
と

が
年
に
何
度
か
あ
っ
た
。

そ
の
た
び
に
社
員
の
誰
か

が
工
場
に
急
行
し
、
火
を

つ
け
る
作
業
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か

し
電
気
保
持
炉
を
使
う
こ

と
で
、
こ
う
し
た
現
場
の

負
担
は
軽
減
し
た
。

電
気
保
持
炉
の
場
合
、

仮
に
停
電
し
て
も
再
ひ
電

気
が
通
れ
ば
自
動
的
に
復

旧
し
て
く
れ
る
か
ら
だ
。

停
電
や
復
旧
の
知
ら
せ
も

電気保持炉を導入

温
度
維
持
休
日
の
負
担
軽
減

と
も
こ
れ
ま
で
酸
化
物
の
ら
だ
。
と
こ
ろ
が
「
電
気
は
電
気
の
方
が
優
れ
て
い

付
着
が
気
に
な
っ
て
い
た
保
持
炉
だ
と
酸
化
物
が
付
る
」
（
同
）
と
の
結
論
は

と
い
う
。
酸
化
物
の
付
着
き
に
く
い
印
象
が
あ
る
」
揺
る
が
な
い
。
多
品
種
の

が
炉
を
変
形
さ
せ
、
老
朽
（
島
本
取
締
役
製
造
部
ダ
イ
カ
ス
ト
製
品
を
扱
う

化
さ
せ
る
原
因
に
な
る
か
長
）
。
炉
の
長
寿
命
化
に
同
社
に
は
溶
解
炉
、
保
持

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
炉
が
日
台
あ
る
。
今
後
は

業
と
期
待
す
る
。
更
新
時
期
に
合
わ
せ
、
電

作
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
気
保
持
炉
を
順
次
、
導
入

一
ル
ガ
ス
よ
り
電
気
の
方
が
安
す
る
計
画
だ
。

穴
く
な
る
。
総
合
的
に
判
断
（
神
戸
編
集
委
員
・
村

一
刀
し
て
「
露
炉
に
つ
い
て
由
美
）

メの炉持保気電

メ
ー
ル
で
届
く
。
島
本
洋

二
取
締
役
製
造
部
長
は

「
と
て
も
気
が
楽
に
な
っ

た
」
と
実
感
を
込
め
る
。

ま
た
溶
解
炉
、
保
持
炉

事業所概要
じ〉所在地＝神戸市西

区見津が丘2の3の
6、078・995・4415t>
主要生産品目＝自動

車部品b年間エネル
ギー使用量＝＝2462キロ
はCl4年度、原油換
算）じ〉年間C02排
出量＝＝4079.5トン Cl4
年劇


